

































































































































































































































































































































































































































した数値）が 2.07～ 2.08といわれている。わが国の合計特殊出生率は、第 1次ベビー
ブーム（1947～ 49年）、第 2次ベビーブーム（1971～ 74年）では 2.05～ 2.16で推移






　婚姻数は第 1次ベビーブーム世代が結婚年齢をむかえた 1970年～ 1974年は年間 100
万組を超えたが、1978年以降は年間 70万組台（1987年のみ 60万組台）で増減を繰り
返している。2007年上半期の婚姻数は 35万 9,925組で、前年同期比 8,040組（2.2％）
減となっており、2005年 6月を底に増加傾向であったが、2007年 1月をピークに減少傾
向を示している（同速報）。
　平均初婚年齢は、2005年は夫 29.8歳、妻 28.0歳であり、1985年は夫 28.2歳、妻
25.2歳であったからこの 20年間に夫が 1.6歳、妻は 2.8歳遅くなっており、特に晩産化
をまねく妻の晩婚化が著しいことがわかる（厚生労働省、人口動態統計）。
















される。一方、結婚持続期間 0～ 4年の夫婦の理想子ども数は 2.31人、5～ 9年の夫婦
は 2.48人、同 10～ 14年の夫婦は 2.6人で、若い層ほど理想子ども数は少なくなってい
るのである（同調査）。これもなぜなのかその理由を追求する必要がある。
4）未婚化
　年齢階級別未婚率の推移をみると、25歳～ 29歳の男性は 1985年に 60.4％であったが、
2005年は 71.4％に、女性は 1985年が 30.6％であったが、2005年には 59.0％となって
おり、男性は 11％、女性は 28.4％も増えていることになる。特に女性の未婚化が著しい
ことがわかる。なお、2005年の 30～ 34歳の男性は 47.1％、女性は 32.0％、35～ 39歳
の男性は 30.0％、女性は 18.4％が未婚となっている（総務省「国勢調査」）。
5）生涯未婚率
　生涯未婚率（45～ 49歳と 50～ 54歳未婚率の平均値で、50歳時の未婚率を示す）は、
































































































































































1）結婚継続期間 15～ 19年の夫婦の理想子ども数は平均 2.69人であるが、平均予定子
ども数（実際に持つつもりの子ども数）は 2.22人である（国立社会保障・人口問題研
究所「出生動向基本調査」2002年）。
2）湯沢雍彦編著『少子化をのりこえたデンマーク』朝日選書、2001年、内閣府経済社会
総合研究所「スウェーデン家庭生活調査報告書」2004年、厚生労働省編『世界の厚生
労働 2004』2004年、内閣府『平成 16年版少子化社会白書』2004年、内閣府経済社会
総合研究所・財団法人家計経済研究所編『フランス・ドイツの家族生活』2006年、等
参照。
3）筆者は、拙著『家族福祉の課題』筒井書房、2000年、拙文「少子・高齢社会における
女性の自立と育児・介護サービスの社会化」『総合社会福祉研究』第 10号、総合社会
福祉研究所、1997年等において、保育政策の動向について分析・検討したことがある
ので参照されたい。
4）認定こども園については、月刊『保育情報』ちいさいなかま社に詳しい分析等が掲載
されている。
